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Abstract
AStudy　of　Popular　Aspirations　and　the　Cultural　Situation
in　Modern　Russia
TAKEDA　Kiyoshi　and　TOYOKAWA　Koichi
　　　　There　is　a　Russian　word，　be2vremen　’e，　which　means　a　politically－and－socially－depressed　period．
Bezvremen　’e　periods　in　Russian　history　include　from　1880　into　the　1890s，　after　the　suppression　of　the
narodnilei　movement，　and　from　the　beginning　of　Perestroika　in　1986　to　the　collapse　of　the　USSR　in
’1991．Though　the　disorder　brought　about　by　the　Soviet　collapse　has　come　to　an　end，　Russian　society
today　stil1．seems　to　be　in　bezvremen’e．
　　　　Another　be2vremen’6　occurred　from　the　end　of　the　19止century　to　the　Russian　Revolution　of　1917．
But　though　that　period　was　politically　and　socially　depressed，　literature　and　art　developed　so　well　that
the　period　is　also　called‘‘the　Silver　Age，”versus‘‘the　Golden　Age”during　the　first　thirty　years　of　the
lgth　century．
　　　　The　most　dif且cult　question　addressed　by　the　study　is　how　to　describe　the　differences　of　social　con－
sciousness　between　the　intelligentsia　and　the　narod（the　Russian　people，　especially　peasants）．The
narod　expressed　aspirations　in　rebellions，　riots，　escapes　from　serfdom，　social　protests，　petitions　and　so
on．　But　while　the　people’s　aspirations　were　expressed　in　collective　activities，　their　intentions　remain
unclear　because　they　did　not　leave　written　materials．
　　　　By　contrast，　the　intelligentsia　left　many　articles，　books，　and　other　works，　but　their　activities　were
limited　to　writing．　The　only　exception　is　the　narodnilei　movement，　where　the　intelligentsia　tried　to
apply　their　ideas　to　peasant　society　and　instigated　a　peasant　revolution．　But　this　ended　in　failure．
　　　　In　the　long　run，　the　intelligentsia　and　the　nar（）d　were　two　different　classes．　Contemporary　authors
vividly　describe　the　differences　of　the　two　classes　in　their　works，　wh董ch　express　aspirations　for　the
death　of　the　old　order　and　the　birth　of　a　new　one．　But　in　Russia，　a　writer　must　pursue　social　reform　as
well　as　intellectualizing．　In　that　sense，　the　real　intelligentsia　are　rare．in　modern　Russian　history．
‘‘sheir　historical　significance　is　prescribed　by　their　relation　to　the　ideal　state　and　the　real　state．”（P．　S．
Struve）
　　　　Russian　intelligentsia　began　to　be　distinguished　from　the　other　educated　classes　in　the　1860s，
when　the　radical　intellectuals　accepted　the　irreligious　socialism　of　Western　Europe．　According　to　P．　S．
Struve，‘‘the　intelligentsia’s　idea　made　contact　with　the　people”in　the　revolution　of　1905．　But　the　intel－
ligentsia　failed　to　organize　the　people　into　a　successful　social　movement．　While　the　intelligentsia　was
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aware　of　responsibility　to　the　narod，　the　intelligentsia　did　not　think　of　educating　the　narod　to　recognize
their　own　responsibility．　When　the　narod’s　rebellion　was　suppressed　and　the　chance　for　revolution　lost，
the　intelligentsia　was　sunk　in　disillusion．
　　　　To　understand　the　differences　between　the　intelligentsia　and　the　narod，　we　recommend　two　dra－
mas：‘‘To　the　Stars，”by　Leonid　Andreev　and‘‘The　Song　of　Fate，”by　Aleksandr　Blok．　These　describe
the　cultural　situation　and　the　social　aspirations　recognized　by　the　intelligentsia．
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《共同研究》
近代ロシアにおける民衆の社会的志向と
　　　　　　文化的情況に関する研究
武　田
?
豊　川　浩　一
はじめに
　ロシア語に“ベズヴレーメニエ”（6e3BpeMeHbe）という語がある。「悲運の時代」，「困難な時期」
または「苦難の時代」と訳されているが，一般には政治的，社会的な沈滞期という意味である。“ベ
ズヴレーメニエの時代”（3Hoxa　6e3BpeMeH朋）となれば，ナロードニキ運動鎮圧後の特に1880～90
年代ロシア社会の沈滞期を指している。沈滞期はまた一方で混乱期でもある。20世紀では，1986年
に始まったペレストロイカ（建て直し）から，ソ連崩壊の1991年末にかけてがその時代に当たる。
その後，混乱はかなり収束されたが，ベズヴレーメニエはいまだに続いているかに見える。
　ペレストロイカを上からの改革とみると，18世紀初頭のピョートルー世の改革，19世紀中葉のア
レクサンドルニ世時代の「大改革」，そしてゴルバチョフのペレストロイカがベズヴレーメニエであ
ろう。しかし，その改革の後には社会の沈滞期や混乱期も必ずやって来た。とりわけ19世紀には，
農奴解放令が公布された1861年から，このべズヴレーメニエが始まったとされている1。人格的には
自由の身分とはなったものの，経済的には依然として領主に隷属せさるを得なかっただけでなく，更
に困窮した農民たちは各地で反乱を起こした。イソテリゲンッィアの一部は「人民の中へ」（ヴ・ナ
ロード）を合言葉に，文字通り民衆の中へ入り込み，彼ら農民を組織化しようとしてナロードニキ
（人民主義）運動を起こしたが，終に両者は相互に理解し合うことができなかった。・イソテリゲソッ
ィアは運動に挫折し，深い無力感に陥るしかなかったのである。
　農奴解放に始まる「大改革」は様々な矛盾を解決するために開始された一種のペレストロイカであ
ったが，解放令を公布したアレクサソドルニ世は1881年にナロードニキの急進派の手で暗殺され
た。革命運動が一気に激化したが，運動を鎮圧しようとする保守反動の勢力もまた一段と強まった。
改革が全く実を結ばないどころか，逆に混乱に拍車をかけていった。これがベズヴレーメニエの時代
である。未来を志向する改革勢力が，後戻りしようとする反動勢力と衝突し，その結果社会は混乱を
きたし，やがて社会全体が沈滞に陥るのである。
　だが，19世紀末から1917年のロシア革命までの約20年間は，政治的・社会的にはベズヴレーメニ
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エであったとしても，文学や芸術の領域ではロシア史上に類のない最盛期でもあった。後に「銀の時
代」と呼ばれることになったこの約20年間は諸芸術が稀に見る発展を遂げた時代であった。「銀の時
代」と呼ばれたのは，19世紀初めから1830年代までのプーシキン，ゴーゴリ，レールモントフ，グ
リボエードブらが活躍した時代を「金の時代」と呼ぶのになぞらえてのことである。だが，発展した
芸術の諸ジャソルの豊富さと新しいスタイル探究の多様性の面から見ると，「銀」は「金」をはるか
に凌いで豊かであった。
　従って，通常見過ごされがちなことであるが，「銀の時代」は文学，芸術領域での豊かさ，華やか
さとは裏腹に，政治的，社会的には不安と動揺と混乱の時代であったのである。社会改革や革命運動
と，それを弾圧しようとする保守反動勢力とのせめぎ合いの中で，人々の不安は時に願望へと転じ，
また願望が時に幻滅へと変じる，複雑な様相を見せる情況にあった。この変転極まりない時代は，近
代ロシア民衆の文化的情況の特徴ともなり，そして作家，芸術家たちの生み出す作品の中へ，それぞ
れの感性によって変調されて表現された。
　この時代に生きた民衆の不安と願望は，反対概念としてではなく，一つの社会現象の表と裏，両面
価値的なものとして，ロシアの人々の胸に住みついていたのである。
断　層
　近代ロシアにおける民衆の社会的志向と文化的情況の諸相を探ることを眼目とした本研究の最大の
難問であったのは，ナロード（民衆）とインテリゲンツィアとの社会的意識の上での乖離をどのよう
にしたら説得的に描き出すことができるのか，ということであった。
　古来，ロシアの民衆はその社会的志向を反乱，暴動，一揆，逃亡，嘆願書提出といった現実の運動
形態で示してきた。すなわち，民衆の社会的志向は集団行動としてのみ発現したのであって，彼らが
抱いた志向は文字化された史・資料として後世の人が完全な形で明確に読み解くことができるわけで
はない。
　逆に，イソテリゲンツィアは膨大な量の論文，著作，創作を書き残したが，その社会的志向は個々
人の執筆活動に留まって，社会運動として体をなしたものはごく僅かに限られている。いわば，例外
に属する。その例外の一つで，人口に膳灸したものが前述したナロードニキの運動であった。彼らイ
ンテリゲンツィアは「人民の中へ」を合言葉に，文字通り民衆，特に農民の中へ入りこみ，民衆を運
動体として組織しようとして，ことごとく挫折した。彼らの思想は，西欧の資本主義を経ることな
く，ロシアの農村共同体を基礎に共産主義社会に達し得るという一種のユートピア思想であったが，
民衆を啓蒙しようとする意図は持ってはいたものの，煽動することには失敗した。そのため，民衆は
持続する運動体としては組織され得なかったのである。
　つまり，階級としてのイソテリゲンッィアとナロードとは，終に一体化することなく常に乖離した
ままであった。だが，この乖離を別の側面から見れば，両者はロシアという国の現在と未来に対し
て，情況の捉え方と志向とにおいて，相拮抗していた。そして，その拮抗はロシア人の終末論的思想
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において，最も鋭く対立した形で捉えることができる。両者の社会的志向は激しい「断層」という形
で描き出すことができるのではないか，と思われる。
　この断層は，同時代の作家たちによる文学作品の中に明瞭な姿で描き出されることになった。過去
の時代の終末と未来の時代への願望とが一つの作品の中に共存していくようになるのである。「死へ
の志向」（終末）と「生への志向」（願望）とが一つの作品の中に描き込まれ，インテリゲンツィアで
ある作家は己の属する階級の死の中に，未来へ燃え上がる炎を幻視する。作家はその炎に焼かれて消
滅して行く，自らの分身を見もするのである。
　だが，ロシアにおいては，作家がすなわちインテリゲンッィアなのではない。社会改革を志向する
知識人でなければ，作家といえどもインテリゲンツィアではなかった。
インテリゲンツィア
　19世紀末ロシアにおけるイソテリゲソツィアとは，単なる「教養階級」という意味でもなければ
知識人階級という意味でもなかった。彼らは近代ロシアにおける全く特異な構成要素なのであって，
その「歴史的な意義は，理念上の国家とその現実の姿とに対して彼らがいかなる関係にあったか，に
よって規定されているのである」。その関係とは，19世紀末～20世紀初頭の社会思想家にして政治家
でもあったピョートル・ストルーヴェ（1870～1944）によれば，「ロシアのインテリゲンツィアの思
想的な形式は国家からの『離反性（OTmeneHcTBo，原文強調）』，疎外性であり，国家に対する敵対
性」2にある。ただここで付け加えておかなければならないのは，ストルーヴェは国家からの「離反性」
ゆえにインテリゲソツィアを批判的に見ている点である。
　ロシアのイソテリゲンツィアは，1860年代以降，ジャーナリズムや出版活動の発展と共に，精神
的に独自なあるものとして，教養階級から明白に区別されるようになった。この時，ロシアの先進的
な知識人は西欧の無宗教的社会主義を受け入れた。これが19世紀末ロシアのインテリゲンツイヤが
精神的に誕生した瞬間である。したがって，「国家からの無宗教的な離反性」こそがロシアのインテ
リゲンツィアの本質なのである。彼らはこの本質をもってロシア正教を篤く信仰するナロードに接近
して行ったのであった。ここでも国家の中に神秘性をみるストルーヴェの観念からすると，「合理主
義的・経験主義的原理の名において」，国家の神秘性を否定するインテリゲソッィアは批判の対象と
なる3。
　再びストルーヴェによれば，「我々が体験したあの〔1905年　　著者〕革命の中で初めて……イソ
テリゲンツィアの思想は民衆の思想と接触した」4。だが，イソテリゲンッィアが人民大衆の中に見出
したのは，「一つに合わさってどよめきのように聞こえてくる遠い声によって語られた，漠然とした
本能だけ」5であった。イソテリゲンッィアが民衆の煽動に易々と成功しながらも，民衆を運動体とし
て組織することに失敗した原因がここにある。インテリゲソツィアは民衆に対する自分たちの義務に
ついては強烈に意識していながら，民衆にも個人の責任（義務）があるのだという教育を施す必要に
思いが至らなかった。「人民への奉仕というイソテリゲンッィアの教i義は人民のいかなる義務も前提
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とせず，人民それ自身にいかなる教育上の課題も課さなかった」6。
　煽動された民衆の反乱が鎮圧され，運動は終息に向かい，革命の機を逸してしまった時，待ち構え
ていたように社会を支配したのは反動であった。イソテリゲソッィアの願望は一気に幻滅へと転じた。
　ロシア・インテリゲンツィアのこうした政治的，社会的行動のプロセスを文学作品の中に形象化し
た作家として，レオニード・アンドレーエフ（1871～1919）とアレクサソドル・ブローク（1880～
1921）の二人を取り上げることができる。それは両者とも，インテリゲンツィアとナロードとの本
質的な乖離を扱った戯曲を書き残しているからである。アンドレーエフには，『星の世界へ』（1905）
があり，ブロークには，『運命の歌』（1907）がある。両作品の中に，当時のインテリゲソツィアの
意識が捉えた文化的情況が社会的志向を伴って浮かび上がってくるはずである。
アンドレーエフ　　『星の世界へ』
　r血笑記（赤い笑い）』や『七死刑囚物語』などの小説が二葉亭四迷の名訳によって，わが国でも大
正期に広く知られた作家アソドレーエフだが，彼は1905年から戯曲を書き始めている。1905年は1
月に起こった「血の日曜日事件」に象徴される第一次ロシア革命が勃発して，鎮圧され，敗北に終わ
った年である。この年，アンドレーエフはr星の世界へ』（1く3Be3naM）と題する戯曲を書いた。彼
の処女戯曲でもあるr星の世界へ』には，1905年革命の勃発と失敗とが一風変わった戯曲構造を取
って扱われている。
　以下にその粗筋を紹介することにする7。
　主人公のテルノースキーは世界的に著名なロシアの天文学者で，現在はロシアから離れたヨーロッ
パのとある国の山の上にある天文台に住みこんで，もう12年も研究に没頭している。天文台には彼
の妻と，彼を慕って集まってきた三人の研究者がいて，それぞれ研究に携わっている。テルノース
キーがなぜロシアを離れることになったのかは，終に最後まで明かされない。
　テルノースキーにはコーリャ（ニコライ）という息子がいるが，彼は革命運動に身を投じているら
しいことが分かってくる。ただし，彼は名前が出てくるだけで，実際に舞台には登場しない象徴的な
人物である。
　この戯曲では，登場人物たちの生きている世界が二つに分割されている。息子コーリャが革命運動
に身を投じている現実という第一の世界と，父親テルノースキーが閉じこもって研究している現実か
ら遊離した第二の世界とに，である。
　何日も続いた吹雪に吹きこめられる不安の日々を嘆くテルノースキーの妻インナの登場をもって，
戯曲は始まる。インナは居間で，しきりに子供たちの身を案じている。実はコーリャだけでなく，長
女のアンナとその夫もまた革命運動に身を投じていたのである。
　そこへ，長女夫婦が労働運動の指導者トレイチを連れて山に登ってくる。革命は失敗し，コーリャ
は負傷して捕らえられているというのである。イソナの不安は募るばかりである。
　戯曲の行動が展開する場面は，この天文台の中とわずかにその周囲だけである。下界とも言うべき
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第一の世界で何が起こっているのか，確かなことはここでは何一つ分からない。コーリャの許嫁マ
ルーシャ（マリーヤ）が奔走しているにもかかわらず，コーリャを救い出すことがなかなかできずに
いる。そして，遂にコーリャが処刑されたという報せがもたらされる。
　ところが，その報せを聞いてもテルノースキーは全く動揺を見せない。子供たちは彼を口々に非難
する。星だけを相手にしている世捨て人で，現実世界に何が起こっているか何もご存知ない御方だ
と。しかし，彼とても息子の死を悲しんでいないわけではない。彼はマルーシャを相手に述懐する。
　「過去の霧の中に滅びてしまった無数の人々を見ると同時に，未来の霧の中に滅びようとしている
　無数の人々を見るのだ。わしは宇宙を見ているのだ。……だから，わしはたった一人の人間のため
　に悲しむことはできない。……死というものはどこにもないのだ」と。
　長女とその夫も，父親の冷淡な態度を責める。が，テルノースキーは全く彼らに取り合わない。
　やがて，コーリャの死を契機にして，長女夫婦も三人の研究者も次々と天文台を去って行く。最後
まで残ったマルーシャもテルノースキーのもとを去る決心をして，彼に言う，「あたしは人生へ帰り
ます」。彼女に向かってテルノースキーは言う。「行くがよい。お前が人生から取ったものを，人生に
返すがよい。……お前もニコライが死んだように死ぬことだろう。……しかし，お前はお前の死によ
って，不滅に到達することができるだろう。星の世界へ登ることができるだろう」。
　『星の世界へ』という戯曲ではさまざまな出来事が起こるのだが，それらは主人公テルノースキー
の内面世界と直接の接触を何ら持たない。その意味では，テルノースキーは現実的には無感動，無行
動で，彼にあるのは内面的な行動，それも彼の研究する第二の世界との関係においてのみである。彼
は宇宙という永遠の世界を相手にして，静的に行動するだけなのである。
　彼には，この世の世界が二層になって感覚される。今われわれが生きている第一の世界では，日々
さまさまな出来事が起こっている。だが，この第一の世界の上に，目には見えない，地上の物質を超
越した世界が，すなわち第二の世界があって，その世界をテルノースキーは研究しているのである。
彼は，できることなら，この第二の世界に閉じこもりたいのだが，完全にそうすることはできない。
現実世界に起こるさまざまな出来事が，その都度彼を第一の世界へ引き戻すのである。
　第二の世界から見れば，第一の世界に生きている人間は生まれては消えて行く拶い存在であるにす
ぎない。アンドレーエフは，そうした物質を超越した第二の世界を象徴的に「星の世界」と呼び，ひ
たすらそこへ登って行こうとするテルノースキーの意志を「星の世界へ」と名づけたのである。
　第一次ロシア革命が勃発し，失敗に終わった1905年に，このような内容の戯曲を書いたアンド
レーエフにとって，ロシア民衆は一体どのようなものとして受け取られていたのであろうか。
　この革命の中で，初めてインテリゲンツィアの思想は民衆の思想と接触したのであったのか。たと
えそれが，イソテリゲンツィアによる民衆の煽動であったにすぎず，流血と死を伴う大弾圧によって
鎮圧された革命運動に結果したとしてもである。
　だが，イソテリゲンツィアの思想的立場からすると，アソドレーエフの戯曲の世界は余りにも奇妙
に思える。
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作家の社会的志向1
　アンドレーエフの生い立ちは，一口にインテリゲンツィアと呼ぶのがためらわれるほどの悲惨さと
不幸に満ちている。早くに父を亡くし，貧窮に耐えて自活しつつモスクワとペテルブルグの両大学を
卒業し，弁護士を開業したものの，訴訟に勝ったためしはなく，生活はますます窮乏するばかりで，
雑文を書いて雑誌に寄稿して糊口を凌ぐありさまであった。都合三度，自殺を図り未遂に終わってい
る。
　1897年にゴーリキーと知り合い，文学グループ「水曜会」に紹介され，彼の短篇r沈黙』が同人
たちの問に好評を博して会員に迎えられた。作家として出発したころ，彼の作品には社会の下積みの
人々に対する愛情があふれており，しばしばアソドレーエフとはチェーホフかゴーリキーのペンネー
ムではないかと疑われたという。
　そんな彼の作品にペシミスティックな傾向が濃くなるのは，1905年の第一次ロシア革命敗北の前
後からである。そして，この年に書かれた戯曲がr星の世界へ』であった。彼がこの作品を書いた真
意とは一体何であったのだろうか。
　作家の生い立ちからして，主人公の天文学者テルノースキーをアソドレーエフの分身と見ることは
できない。同じように，舞台には終に登場しない革命運動の暗喩のような息子コーリャも作家の分身
ではない。いわば作家は作品の外にいて，同時代のロシア社会を二層になった構造として描き出して
いるのである。そして，そのどちらの層にもロシアの未来はないものとして描いていると見てよい。
　アンドレーエフが，さかんに接触していた社会活動家や文学グループと縁を切り，目立って保守化
していくのは，1905年からである。その後も活発な執筆活動を続けて数々の名作（小説と戯曲）を
発表し続けていくものの，1917年のボリシェヴィキ革命の後，彼の保守主義はさらに募り，もはや
ロシアに留まることはできないと考えるに至った。革命の勃発直後，彼はフィソラソドに亡命し，反
ボリシェヴィキの立場に立った評論をrロシアの意志』誌に寄稿し続けながら，1919年亡命の地で
窮乏と絶望のうちに世を去っている8。
　第一次と第二次ロシア革命の間の時代に，アソドレーエフが創作した作品には，例えば戯曲r人の
一生』のような作品に見られるように，ロシアのブルジョワ階級の腐敗と堕落を深いペシミズムでも
って描き出したものがある。その点から見れば，『星の世界へ』という作品を書いた真意とは，イン
テリゲンツィアとナロード（民衆）との決して合流することのない乖離ではなかったか。われわれは，
ともするとテルノースキーの地上を超越しようとする意志の深いペシミズムに引きつけられて，それ
がアンドレーエフの真意ではないかと見間違いやすい。だが，前にも述べたようにテルノースキーは
アンドレーエフの分身ではないのである。
　ロシアという国はどこまで行っても，この二層，インテリゲンッィアとナロードが終に互いを理解
し合わず，また合流することのない国ではなかったのか（あるいは現在に至るまでそうなのではない
か）。アンドレーエフはそう予見したように思われるのである。
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　では，われわれが取り上げたもう一人の作家ブロークの場合はどうなのか。彼は生い立ちも，作家
としての作風も，また革命運動に対する態度もアンドレーエフとは正反対であった。正反対であった
にもかかわらず，両者の作品が描き出す構図は奇妙な一致を見せるのである。
ブロークー『運命の歌』
　ブロークも劇作を始めたのは，1905年の第一次ロシア革命が敗北した翌1906年のことである。こ
の年，彼は二本の一幕劇『見世物小屋』とr見知らぬ女』を書いた。特に前者は新進の演出家メイエ
ルホリドに捧げられており，同年12月，彼の手で演出されてペテルブルクのヴェーラ・コミッサル
ジェフスカヤ劇場で上演されて，一大センセーションを巻き起こした。
　『見世物小屋』はその内容においても，また後にシアトリカリズムと呼ばれることになった形式に
おいても，ロシア演劇史上に残る戯曲となるのだが，ここで触れておかねばならないのはその内容の
方である。一口に言ってこの戯曲は，この世界に終末が到来するのを恐れていた神秘主義思想家たち
への幻滅と嘲笑を描いたものなのである。そして重要なのは，プロークもまたその内の一人であった
ということである。
　革命失敗の後を襲った政治的反動の中にあって，ブロークはそれまでの終末論思想を投げ捨て，新
しい生活への狂気じみた熱愛を三組の恋人たちの姿に託して描き出したようにも見える。だが，終末
のシソボルであった大鎌（Koca）を担いだ死神が，実はお下げ髪（Koca）のコロソビーナ（イタリ
ア喜劇コメディア・デラルテの類型的登場人物）だったとするところに，未だ「永遠の女性」崇拝思
想の残澤が色濃く見て取られるのである。
　1907年にブロークが書いたr運命の歌』（necHfi　cynb6bi）は，インテリゲンツィアとナロードと
の乖離を克服する道を探究した作品である，と評されてきた。だが前年に書かれた二作の戯曲との関
連で見ると，どうやらそうではない。未だにブロークの思想を縛り続けていた哲学者ヴラジーミル・
ソロヴィヨーフの「永遠の女性」崇拝の思想を作家自身が振り払おうとする苦闘の痕跡であったよう
に読める。
　以下にその粗筋を紹介することにする9。
　主人公ゲルマソは丘の上の〈白い〉家に，妻エレーナと母の三人で静かにひっそりと暮らしている。
冒頭，妻に起こされたゲルマンは絵本を開いたまま眠り，夕焼けの中を進んで行く白鳥の夢を見てい
た。妻自身が白鳥を思わせる全身白尽くめの衣服を身につけている。
　ゲルマンには名前が終に明かされぬ友人がいて，何の前触れもなく姿を現すと言う，「あなたがた
はお二人とも，この世の中に住んでいる人たちとは思えない。何かなみはずれた人たちだ」と。ゲル
マンがすなわちブローク自身だとは，つとに指摘されてきた読み方だが，ブローク自身がゲルマンと
友人とに分裂した形で描かれていると見た方がより理解しやすいだろう。
　このく白い〉家に，ある修道僧が行き倒れてくる。彼は人心地つくと，「私はここにファイナがい
るんだと思ったんですよ」とつぶやく。その“ファイナ”（ロシア語で「輝き」の意）という名前を
249
近代ロシアにおける民衆の社会的志向と文化的情況に関する研究
耳にすると，にわかにゲルマンはいても立ってもいられなくなる。
　「私は，わたしたちがあらゆる世界から離れて，幸福な島の中にとじこもって生活して来たことに
　気がついた……だが，あらゆる世界から離れて生活していることはいいことだろうか？……私は人
　々のところへ行かなければならないんだ。」
　だが，友人はゲルマソの心をにわかにかき乱したファイナなる女性が何者であるか，すでに知って
いるようなのである。
　「あいつが君に大げさに言っているファイナっていうのは何だか知ってるかい？　　全くお話にも
　ならない。とても怪しい噂のある寄席芸人なんだよ。」
　ゲルマンは，しかし友人の忠告に耳を貸さず，ファイナという女性を捜す旅に出かけると言い出
す。だが，彼は自分の〈白い〉家の庭の中で道に迷ってしまうような夢想家である。ゲルマンはさん
さん迷ったあげく，「ファイナ」，「運命の歌」とポスターに出ている文化宮殿にたどり着く。そこで
は万国工業博覧会が催されており，ゲルマソが到着した日は七十七日めであった。気がつくと，友人
がそばに付いている，「自分の一番いい友達を見つけ出せないってことがあるもんかい」と。
　文化宮殿の中には，科学技術の粋を結集した自動車や飛行機などさまざまな機械群がうなりを上げ
ている。博覧会を見物にきた人々でごった返す中に，ファイナが姿を現す。彼女は友人が教えてくれ
た通り，寄席（キャバレー）の女歌手で，「運命の歌」を歌うが，それはごく通俗的な歌詞の歌にす
ぎない。だが，ゲルマソは突然叫び出す。
　「文化の偉大な饗宴とは，こんなものなのだ！　あそこでは人々が破滅しかけている　　ここでは
　人々が破滅を遊び楽しんでいるのだ！　ここでは，尊厳も知恵も名誉も義務もすべてのものが黄金
　の歌のために買収されているんだ」
　「探求の精神は，機械に代わってしまったのだ！　高い幻想は，ジプシー女になってしまったん
　だ！」
　そして，ゲルマンはファイナに向かって叫ぶ，「呪われた女め！　お前はすでに十分に嘲笑した！
仮面を取れ！　お前の前には　　人間がいるんだぞ！」
　近づいてくるゲルマンをファイナは止めるが，ゲルマンは舞台に上がってくる。ファイナは手に持
っていた鞭を振り下ろす。ゲルマソの頬に赤い血のにじんだ傷がつく。
　ファイナの化粧室では，芸術家たちが集まって彼女を称える演説を順番にしている。シソボリスト
と名乗る眼鏡をかけた男が演説する，
　「ファイナはわれわれのところへ民衆の魂の一部分を持ってきたのです。……ロシアはわれわれ知
　識人を正面から嘲笑しているのです。……民衆はすべて夜に包まれて，彼らの眠れる力は未だ沈黙
　しています。……おそらく，すでにもう新しい魂をもった人々がやってきて，われわれの眼につか
　ないところにかくれているのです。」
　姿を現したファイナは彼らをことごとく追い出す。そして，これから鏡に映る男が，私の待ち望ん
でいた男だ，と彼女がつぶやいた時，鏡に映ったのは部屋に入ってきたゲルマンだった。ゲルマン
は，「あなたは『永遠』の女です。星のように」と言って，彼女に接吻すると部屋を後にする。
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　ファイナが投げた〈赤い〉リボンを手に入れていたゲルマンは，広野で彼女と再会する。彼は輝か
しい姿に変貌を遂げている。だが，彼はこれからどこへ進めばいいかを知らない。広野で雪に降りこ
められたゲルマンは次第に活気を失っていく。このまま雪の中で死んでいくだろうと彼が言うと，フ
ァイナが激しく彼に言う，
　「死ぬには，まだまだ生きようが足りないのよ！……わたしはあなたが美しい言葉だけだから打つ
　の！　あなたは沢山の美しい言葉を口にしたわ！　でも，あなたは言葉より外のものを知らないん
　だわ！」
　ファイナが広野の彼方に姿を消すと，ゲルマンは一人つぶやく，
　「が，道はないのだ。私は，乞食のような私は何をしたらいいのだろう。どこへ行ったらいいのだ
　ろう」。
　ファイナがロシア民衆の精神の象徴として形象化されているのは疑いないとしても，インテリゲン
ツィアであるゲルマンは彼女の強さに励まされながらも，終に両者の力が合流することはないと描か
れて，戯曲は終わる。「戯曲の最後で，ファイナとゲルマンが別れる時に，彼女が，二人が力を合わ
せる機はまだ熟していないと告げるが，その言葉の意味は幾層にも拡がっていく」10。とは，前に引
用したシーゲルの解釈である。その機は，果たしてブローク自身に訪れたのであったのか。
作家の社会的志向1
　ブロークの生い立ちは，アソドレーエフとは正反対に，貴族的な知識人階級の家庭の出身である。
父親はワルシャワ大学教授を勤めた法学者で，母はペテルブルク大学学長を勤めたことのある植物学
者の娘で，哲学者ヴラジーミル・ソロヴィヨーフと姻戚関係にあった。プロークが生まれてまもなく
両親が離婚し，母方のべケトフ家に引き取られたが，この家は多くの文化人と交友のある家庭であっ
た。
　ブロークはペテルブルク大学法学部に入学，後に文学部に転じてから詩人としての活動が始まって
いる。最初のころ，ブロークの詩はソロヴィヨーフの唱える「永遠の女性（ソフィア）」崇拝を通し
て，詩人の魂と世界精神との合一が神秘的雰囲気の中で語られる，象徴派に属するものであったが，
1905年の第一次ロシア革命の敗北が彼に強い幻滅をもたらした。
　この時期に自己のアイロニカルな意識を表現するために，ブロークが選んだのが戯曲というジャン
ルであった。前述した『見世物小屋』や『見知らぬ女』は，以前の自己の大いなる夢想を嘲笑的に描
く，アイロニカルな表現に満ちている。
　そして，翌年r運命の歌』を書くわけだが，すでに当時，ロシアにおける知識人階級の文化が早晩
崩壊することを予言していた。1908年に発表された論文「イソテリゲンッィアと民衆」の中で，プ
ロークはロシアの本源的な力を宿し「生を志向する」民衆と「死を志向する」インテリゲンツィアと
の間には深淵があり，インテリゲンツィアが築いた社会と文化の上に民衆が今まさにうなりを上げて
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襲いかかろうとしている，と述べた11。インテリゲンツィアとナロードとのこの乖離を，ブロークは
『運命の歌』では，ゲルマソとファイナの形象に仮託して描き出したことになる。更にこの確信を彼
は，三代にわたる知識人階級の運命を描いた自伝的な（未完に終わった）長詩『復讐』（1910～21）
の主題とした。この長詩の中でブロークは，「孫の世代のもたらす自然力の『復讐』によるロシアの
新生を希求」12したのである。
　したがって，ブロークは1917年のロシア十月革命を受け入れた。彼は「ロシアに死と新生をもた
らす荒々しい自然力を革命の中に見ようとしたので」13あった。1917年12月，初代の教育人民委員ル
ナチャルスキーの呼びかけに応じて，全ロシア芸術家会議に集まったわずか五人の芸術家の中にプ
ロークはいたのである（他は，マヤコフスキー，メイエルホリド，アリトマソ，イーヴネフ）。
　1918年，プロークは革命の叙事詩r十二』を書き上げた。この中で，彼は吹雪の夜，革命のペト
ログラードを行く十二使徒のごとき赤衛軍兵士の姿を通して，ダイナミックに革命の生々しい現実を
描いた。以後，プロークは主に社会活動に携わって，創作活動をほとんど停止した。1921年8月，
心臓病に冒され，心身ともに衰弱の極みに達してこの世を去っている。
　内戦の終結した翌年，すなわちブロークが死亡した年，ボリシェヴィキは新経済政策（ネップ）を
導入し，極度に疲弊していたロシアの国力は急激に回復していく。1922年にはソ連邦が結成され，
1920年代終わりまで，後に言うロシア・アヴァンギャルド芸術運動が開花する。文学，芸術の諸ジ
ャンルにわたって全生活の芸術化とも言うべき運動が展開された。ブロークはそれを目にすることな
くこの世を去ったのである。
　『運命の歌』に今一度立ち戻って考えてみると，ブロークがゲルマソの姿に託して予言したインテ
リゲンッィアの社会と文化は崩壊したのであったろうか。民衆とイソテリゲソッィアの間に大きく口
を開けていた深淵は，埋められるか，乗り越えられるかしたのであったろうか。ロシア・アヴァンギ
ャルド芸術運動を中心になって担ったのは，革命前からのイソテリゲンツィアに他ならなかった。
「ファイナとゲルマンの二人が力を合わせる機」は，終にブロークの晩年には訪れなかったと言うべ
きだろう。プロレタリア文化が登場するのは，彼の死後のことである。
おわりに
　近代ロシアにおける民衆の社会的志向と文化的情況は，もとより二人の劇作家の各々一戯曲を通じ
て，その全貌が捉えられる訳もない。ただ，彼らの作品の主人公たちは，革命が起こって新しい時代
が到来することを希求し，夢想しながらも，新しい時代が到来する前にある種の幻滅を深く味わうで
あろうことを既に予見するのである。そして，その幻滅はインテリゲンツィアの無力感と混じり合っ
ており，彼らの文化が社会とともに崩壊することを予言する。果たして，社会と共に文化が革命によ
って崩壊し，消滅してしまうなどということが現実にありうると彼らは確信していたのであろうか。
　19世紀末からロシア十月革命までの約20年間は，革命への希求とその勃発と，そして敗北，その
後に襲った幻滅と反動とが続いた時代であったと要約されるだろう。だが，すでに述べた通り，その
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時代は裏面では文学，芸術が諸ジャンルにわたって豊かに花開き，多大な実りをもたらした時代でも
あった。
　ロシア十月革命後，ボリシェヴィキの呼びかけに応じて集合したアヴァンギャルドたちは，あらゆ
る手段と媒体とを用いて，ロシア全土に煽動＝宣伝（アギトープロップ）活動を開始した。彼らが，
先輩であるナロードニキと決定的に異なっていたのは，彼らにはナロード（民衆）を教育し，啓蒙す
る義務と責任があることを十分にわきまえていたことであった。文盲が殆どを占めるナロードに対し
て，彼らが中心的に用いた媒体は演劇的な手段であった。活字に頼らず，実演と映像とポスターとで
構成した演目を携えて，彼らはアジ・プロ列車を仕立ててロシア全土をくまなく巡回したのであっ
た。（本稿は武田・豊川の共同研究の成果である。なお，論文の基本的構成は武田が練った。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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